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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
本研究によって、水素発生、さらに水素発生後に酸素発生することで酸化イリジウムが変化する
ため、電極表面から触媒が脱落することを明らかにした。さらに、チタン基板の前処理として陽極
酸化をすることで、電極の耐久性を向上させることに成功した。このように，本論文で提案された
酸化イリジウム系不溶性アノードは，今までにない高性能な特性を示すものであり，関連する応用
化学や電気電子工学などの発展に大きく寄与しているものと認められる。よって，本論文は，博士
（工学）の学位論文に値するものと認められる。なお，本論文に関する審査会および公聴会におい
て，審査委員および出席者から多くの質問がなされたが，いずれも著者による的確な説明がなされ，
質問者の理解が得られた。  
以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査した結果，
本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。  
 
